
ホテルの客室を利用した火災実験結果

Experiment of passenger roomfire in hotel 

概要
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ホテルの客室で火災が発生した場合の火災室の開口部閉鎖による火勢抑制効果及び，廊下での煙流動性

状の把握を目的とした実験を行った。

その結果，密閉性の高し〉居室では，開口部が閉鎖されていることによる①火勢抑制，②延焼鉱大防止，

③避難路雌保等の効果が認められた。また，廊下へIIU出した煙は天井付近を流動拡散して，遠方で下降す

We carried out hotel fire experiments to study the effect of closing door and dampers of a room 

on the prevention of fire's spreading from the room to the corridor and the phenomenon of a 

smoke flow. 

The result shows that closing up of airtight compartment not only prevents the fire spread but 

also secures the exit access 

The smoke which is gushed into a corridor，tends to fall earlier a distant place then near the 

door. 

1 .実験主旨

ホテル等宿泊施設で火災が発生した場合，多数

の人命を脊う大惨事となるおそれが大きいことは.

「ホテル・ニュ ジャパン」火災等過去の事例が

示すところである。

これらの宿泊施設においては，建物に不案内な

宿泊客を対象とした避難安全対策の樹立が重要な

課題となっている。

このことから，解体予定のホテルを活用し，ホ

テルの客室から出火したことを想定した実験を行

い，火災室の出入口を閉鎖した場合の火災抑制効

果の検証及び，出入口を開放した場合の煙流動性

状の把握等を行~" 上記安全対策推進に資するも

のである。

2回実施日時及び実験建物

(1)日時

平成3年l月31日 10時30分~16時00分

-第一研究室 “第四研究室

(26) 

(2) 所在

品川区西大井六丁目 l番

(3) 規模，構造

耐火造，地上8階，地下 I階

建築面積1196m'，延べ面積8683m'

3 実験項目

Ct} 出入口閉鎖の客室火災(実験1)
(2) 出入口開放の客室火災(実験 2) 

4 実験条件

(1)客 室

2階(図1)の客室(シングルルーム約8

m'，図 2)で，営業時の状況を再現するよう

努めた。

可燃物は寝具一式(シングルベッド，アク

リル毛布，シーツ， ベッドカバー，枕.枕カ

ノfー)，木製机(照明付き)，木製筒子，木製

額縁，壁紙(塩化ビニノレ)，クリブ(約 7kg) 
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* 1数字l土谷実験の火災室を示す。
*2アルフアベットぽ測定筒所をポ寸。

図 l 実験実施階の平面図

(2) 開rl部

客室出入口を|徐き開口部なし。

客室出入口については閉鎖(実験 1)と開

放(実験 2)。なお，出入口の ドアは鉄製lで，

下背Ilに刻、ラ リ(460mmx 180mm)がある。

有L

図2 火災室内の配置図

廊下
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5.測定項目

(1) 温度

実験1・9ft'i所 A，B，C，D，E，F、C.H，ド

の各測定箇所で 5出、， (天井下10cm，床上180

cm， 120正m，60cm， Illcm・昔1'4:1点)

実験2・8笛'iiVrA‘C，D，E，F，C.H，ドの

各測定箇所で 5.9" (天井ド10CI1I，床 1.180crn，

l:2IJcrn， 60c01， lOc01 ・ 計 4()} ，~iJ

(2) ガス泌度 (一酸化炭素'CO，二酸化炭紫・

CO" 酸紫 ・0" 塩化水素 .H C eJ 

実験 1 • 1 i笥所 ，A.* (4 Ai、，j木 卜10，60， 

120， 23()c01) 

実験 2・5箇所 A，C，D，F，G*の各測定箇

所とも床上120cm(ただしHceについては l
点のみA.床|ー120c01)



一一co，(火災室中央床上10cml
ーーーco，(火災室中央.床上60cm)
一一一co，(火災室中央.床上J20cm)
co， (火災室中央・ 床上230cm(天井下JOcm)) 
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(3) 煙濃度 ・5箇所 C，O，E，F，C*の各測定箇

所で3点， (床上50cm，120cm， 200cm'計15点)

測定箇所の位置については， 匡Jl参照。

なお，天井高はG点、が330仁川他の測定箇所

は240cm。
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6 実験結果
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実験 1 (出入口扉閉鎖)

火災室内では，温度は点火後3分頃上部(天

井下10cm)で2500Cに達し，その後ゆっくり下

降した。(図 3) 

(l) 

時間 [minJ

ー一-A-1 (火災室中央 床上230叩〔天井下10cmll
---A-3(火災窒中央床上12000l
--'A-5 (火災室中央ー床上10叩]

火災室内のcO2;温度変化(扉閉鎖)

廊下では温度変化はなく，煙濃度Csは火災

室直近 (0点，火災室から 3m)の上部 (床か

ら2m)で最も高い値が観測され(Cs=0，4

m-I程度，見透し距離で5~lOm) ，他の測定

点ではCs値がO.1m-1 (見透し距離で20~40

m)を超えたところはなかった。(図6) 
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火災室内の温度変化(扉閉鎖)

ガス濃度は床上60cmの部分で最大値CO

1.8%， C 0，11%，同位置における0，の最小

値は9，0%，また，クリプが置かれている床上

10cmの位置では0，の最小値は15%となり，酸

素不足で燃焼が抑制された状況となった。 H

CQは検出されなかった。なお，実験終了時に

出入口扉を開放したところ炭化したクリプが

赤熱した状態にあり，扉開放に伴う空気流入

によって急激に火勢を増して室内全体に火炎

が拡大することが確認された。(図 4，5) 

図3

図6 廊下の煙濃度変化(扉閉鎖)

実験2 (出入口扉開放)

火災室内では点火後3分頃，温度が上部(天

井下10cm)で8500C (図7)，ガス濃度はCO

5目。%， C 0，19%(図8，9)， H CQ 40ppmに上

昇した。この状態は10分頃まで継続したが，

その後C0， C 0，濃度は急速に低下し，温度

も下降した。

廊下では，点火後2分40秒頃以降火災室か

ら炎が噴出するようになり，温度は点火後3

分頃火災室直近の上部(天井下10cm)で

4400C，中間高 (床から1.2m)で1l0"Cに達し

寸 τ，九。

(2) 
一一co(火災室中央:床上10cm)
---co (火災室中央:床上60cml
--co (火災室中央:床上120叩〕
co (火災室中央:床上230cm(天井下lOcm)) 
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図7 火災室内の温度変化(扉開放)
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図8 火災室内のco濃度変化(扉開放)

一一D3-CO(廊下・ 床上120cm)
---C3-CO (廊下床上120cm)
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図10 廊下のco濃度変化(扉開放)

煙波度については，廊下上部(床から 2m)

では火災室に近い場所から濃度上昇が始まり ，

Cs値がO.lm-1以上となった時刻をもとに判

断すると，水、l'方向の煙流動速度は以大で0.8

m/secて、あった。(図11)
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図9 火災室内のC0，漉度変化(扉開放)

廊下(床から1.2mの高さ)におけるガス濃

度については，点、火後4分に火災室から16m

の場所 (G点)で濃度上昇が始まり(図10)，

最大波度は測定場所による差はあまり見られ

ず， J.~大でCOO.7% ， C025.0%程度， O2濃

度は最小値が15%であった。

(29) 

1.0 

。。 1 百

時附 lminJ

図11 廊下天井付近の煙濃度(扉開放)

つぎに，廊下の各部IJ定点中間高での煙濃度

上昇の状況を見ると，点火後 3分55秒にG点

(火災室から16mの場所)で濃度上昇が始ま

り，点火後 4分00秒にCs{[直がI.Om-1以上と

なったのに比較し，F点(火災室から 8mの場

所)では点火後 4分10秒に濃度上昇が始まり，

Cs値が1.0m-1 (見透し距離 2~4m程度)以

上となったのは点火後 4分45秒であった。(図

12) 
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図12 廊下中間高の煙濃度(扉開放)

廊下の各測定点における高さに応じた煙濃

度の変化状況を見ると， 濃度が上部で上昇し

てから中間高で同程度の濃度に上昇するまで

1 分~1 分30秒かかるのに対し，それから廊

下下部(床から0.5m)が同様な濃度に上昇す

るまでは 5~15秒程度しか経過せず，煙は中

間前まで下降した後，急速に廊下下部まで下

降するという特徴が認められた。(図13)
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図13 高さに応じた煙濃度

8.考察

客室火災では，出入口扉の開聞による燃焼性状

に対する影響がきわめて大きく， mを閉めること
の重要性が再確認された。

出入口扉が閉鎖されている場合は，出火後比較

的早期に酸素欠乏によって火勢が抑制された状態

になり，また，廊下への煙の漏洩も少なく，測定

データ及び目視観察から判断すれば，火災室の前

を立って歩くことが十分に可能であったと判断さ

れる。

これに対し，扉が開放されている場合は点火後

2分40秒町火災室から廊下へ炎がl噴出するように

なって温度及び煙濃度が急上昇し，点火後3分頃

には火災右前は自民煙熱気が充満してしま った。

従って，点火から 2分40秒以降，実験に使用 した

廊下は避難がきわめて困難な状態になったといえ

る。

7 

Ji取卜での煙の流動e性状については，人間の背丈

程度の高さまでの煙濃度がまだ低いうちに浪煙は

天井付近をかなり速く流動拡散して，遠方で下降

を始める特徴を確認した。また，中間高の視界が

きかなくなってくると，短時間のうちに廊下下部

まで煙に包まれるという危険性が認められた。

9.まとめ

当庁では，従来から避難要領の項目のーっとし

て「避難する最後の人は必ずドアを閉める。」とい

う事項を指導してきた。今回の実験においては，

ホテルの客室のよ うな密閉性の高い居室において

は， ドアの閉鎖により次の効果が顕著に認められ

7 、，
ハ~O

① 酸素供給遮断による火勢抑制

②延焼鉱大防止

③ 避難経路確保

火勢抑制については，火災室を放置しでも自然

鎮火に至ることが予想されるほどの効果であった。

従って，耐火造建物の避難の要領としては，火災

区画の開口部閉鎖を重要項目として推進する必要

5 

がある。

廊下に噴出した煙は，天井付近を流動拡散し遠

方で下降するため消火，通報等で気をとられると

避難の時期を失しやすい。火災室から濃煙の噴出

を認めた場合は，背丈までの空気が清浄であって

も，早急に避難する必要がある。

また，拡散した濃煙が短時間で下降し廊下が煙

に包まれる危険性は，宿泊施設に限らず各事業所

等での避難計画を樹立する際に留意すべき事項で

ある。

10.おわりに

今回の実験を実施するにあたり協力頂いた，所

轄の荏原消防署に対レ心より感謝します。

(30) 



O参考

1.酸素，一酸化炭素，及び二酸化炭素濃度が人体に与える影響

7子三 ス一酸化炭素 二酸化炭素 酸 素

CO (%) CO， (%) 0， (%) 

数分間暴露で致死 0.5~1. 0 20 6 
事 2

30分間暴露で致死 0.30 10 
* 3 

30分~1 時間暴露で危険 0.20 5.0~6.7 

l 時間暴露で耐えられる 0.05 3.0~4.0 
• I 

数時間暴ililで安全 0.01 1. 1~ 1. 7 

* 数値は，それぞれの症状が現れる濃度を示す。
-日本火災学会制「火災便覧」共立出版

・自治省消防庁予防諜監修 「火災燃焼生成物の毒性」新日本法規より引用o

*'若干の中毒症状は現れる。

.， 1 ~ 2分で致死。

叫 8%で昏睡状態。

2 煙の中を避難する際に必要とする見透し距離と避難限界となる煙の濃度

一一一一一一一一一一一---- 見透し距離 避難限界の煙濃度 Cs

建物内部の状況を熟知している者 3 ~5 (m) 0 . 6~1. 0 (m→〕

不特定者 15~25 (m) 0 . 1~0.2 (m-') 

* i火災J Vo1.23.No.4.1973.91， r煙中の誘導標識の見え方」より引用。

(3]) 
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